
自己評価結果公表            

認定こども園苫小牧聖ルカ幼稚園 

２０２５年度   自己評価 (教職員編) の結果及び改善策 

１．幼稚園の保育目標 

・神様が創造された子どもたちは愛されるべき大切な存在であるというキリスト教の価値

観を基盤とした教育と保育 

・環境を通して行う教育と保育の「3つの柱」 

 １ 豊かな感性を育てる                              

２ 健やかな心と体をつくる                            

３ 優しい心、思いやりの精神を養う 

 

２． 本年度の学校評価の具体的な目標や計画 

昨年同様、評価項目に沿って自己点検・自己評価を実施することにより、組織経営及び園

体制の見直しや新たな課題改善に取り組む。また、教職員の質向上に向けた研修会参加促

進、園内研修を行い幼児理解を深めながら、地域に開かれた信頼ある幼稚園を目指す。 

 

３.評価項目の達成および取り組み状況 

「Ⅰ保育の計画性」についての評価結果及び改善策 

① 園の教育理念・教育目標の理解 

 



 

 

② 幼稚園教育要領の理解 

 
⓷教育課程の編成 

 



 

 

④ 指導計画の作成 

 

 

⑤環境の構成 



 

 

 



 

 

⑤ 評価・反省 

 



 

・クラス担任の計画に従って、補助にあたっている。 

 

「Ⅱ保育の在り方、幼児への対応」 

①健康と安全への配慮 

 



 

 

➁幼児理解 

 



 

 

 



 

 

 

⓷指導と関わり 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

③ 保護者同士の協力・連携 

 



 

 

 
・一人ひとり、日によって気持ちに波があり、昨日はうまく気持ちを切り替えできても、今日は

同じ方法でも難しいことがあり、日々自分のアップデートが必要だと感じます。月齢の低いお

子さんと過ごすうえで、色々なことを想像し、少しでもその思いを言葉で代弁できるよう寄り

添っていきたいです。 

・幼児の思いを汲み取るよう努めている。 

 

「Ⅲ環境作り」 

➀専門家としての能力・姿勢・義務 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

➁組織の一員としての在り方 



 

 

 



 

 

➂保育の楽しみ・喜び 

 



 

・常に誠実に保育に臨むよう努力をしている。 

 

 

「Ⅳ保護者への対応」 

➀情報の発信と受信 

 

 

➁守秘義務の遵守 



 

 

➂対応上のマナー・心構え 

 



 

 

➃クレームへの対処の仕方 

 



 

・バス等での挨拶は笑顔を心がけ、保育の様子などを伝えるようにしている。 

 

 

「Ⅴ地域の自然や社会との関わり」 

➀地域の自然・人々との関わり 

 

 



 

➁小学校との連携 

 

 

➂子育ての支援と地域への開放 



 

 

・地域のかかわりはあまりないが、散歩の時などでは子ども達には草花の名前を伝えたり、触れた

りしている。 

 

 

「Ⅵ研修と研究」 

➀研修・研究への意欲・態度 

 



 

 

➁保育者としての専門性に関する研修・研究 

 



 

 

 



 

 

 



 

➂今日的課題に関する研修・研究 

 

 



 

 

 

・研修会などに参加する機会はないが、保育書を読んだり、自己研鑽に努めている。 

・もう少し研修を受けて保育に活かしたい 

 

 

 

 

 



４.本年度の学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結果 理由 

B 

【良かった点】 

園の理念や方針への理解が深まり、教職員間の連携が強化された。保育者一人ひとりの意

識向上が見られ、保育内容や環境構成に前向きな改善が進んでいる。また、子どもの主体

性を大切にし、見通しをもった保育を意識した行事・保育内容の見直しを行った。 

【課題】 

保育者の専門性向上を図るため、研修を個人任せ・時間外にせず、計画的に実施する体制 

づくりが必要である。あわせて、書類・記録・連絡等の業務の重複や慣例化した作業を見 

直し、業務の効率化を進める必要がある。さらに、環境問題への継続的な取り組み、幼稚 

部減少・保育部増加という利用形態の変化への対応、ならびに災害・防犯対策の実効性向 

上が今後の課題である。 

 

５.今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み方法 

研修の充実について 

園内研修を年間計画として位置付け、勤務時間内に実施する体制を整える。 

外部研修の内容は職員間で共有し、個人の学びを園全体の質向上に繋げる。 

また、自己評価と面談を通して、一人ひとりの課題意識と成長目標を明確

にする。 

業務の見直し・効率化 

書類や記録、連絡方法について洗い出しを行い、重複や慣例的な業務の整

理・削減を進める。 

ICT の活用や業務分担の明確化により、保育に向き合う時間の確保を図る。 

環境問題への取り組み 

園全体で環境配慮の方針を共有し、日常の保育の中で実践できる取り組み

（「「 い捨てを減らす」「自然を大切にする保育」など）を継続する。 

子どもと共に考え行動する活動「（分別、ごみ減量、再利用素材での製作、節

電など）を通して、環境への意識を育てるとともに、職員・保護者への啓発

を行う。 

利用形態変化への対応 

幼稚部・保育部の枠を越えた連携を強化し、一体的な教育・保育の充実を

図る。柔軟に職員の横断的配置・交流で幼稚部・保育部の固定化を避ける。 

長時間利用の園児にも教育的視点を取り入れた保育内容の工夫を進め、保

護者ニーズ（アンケート分析）を踏まえた園運営を行う。入園広報を強化

し、園の強み（教育・安心・特色）を明確に発信 

災害・防犯対策の強化 

防災・防犯マニュアルを定期的に見直し、実践的訓練を計画的に実施する。 

緊急時の役割分担や連絡体制を明確にし、地域・関係機関「（学校・警察・消

防・自治体との情報共有）との連携を強化することで、安全体制の実効性

を高める。 

引き渡し訓練、不審者対応、複合災害想定も実施 


